
"も うひと つの "舞姫  

 

1 .はじ め に  

テーマ設 定の理由  

『舞姫』 は豊太郎 にとって 悲劇とも 言える結 末を迎え てしまう 。しかし 、それは エリ ス に

とっても 悲劇。む し ろエリス の方が残 酷な結末 を迎えて いると思 う。そこ で 、エリス 目 線 (エ

リスの日 記 )からも『舞姫』を 描くこと によって 二つの舞 姫を比べ ることが 出来る。そう す

ることで 二人の共 通点、違 い、同じ ことがら について 抱いてい る思いを 比較して 『舞 姫 』

という作 品をもっ と深く読 めるよう になると 思い、こ のテーマ にした。  

 

テーマの 結論  

エリスの 心に残っ た傷痕は 大きく、 数年後、 病院から 家に戻っ たエリス はすでに 生き る 希

望を失っ ていて、 ついに自 殺してし まう。  

 

 

 

2．本論  

 

七月十日 …時刻は 朝の四時 頃でしょ うか。も うすぐ夜 が明ける でしょう 。なぜか 早く 目 覚

めてしま いました 。前々か ら始めよ うと思っ ていた日 記を…今 時間に余 裕がある ので 初 め

て書きま す。  

こうして ペンを執 って、人 並 みに字が 書けるよ うになっ たのもす べて太田 様のおか げです 。

私がこう してここ に充実し た気持ち で机に向 かってい れるのも 太田様の おかげな のです。  

太田様と 出会い、 早三ヶ月 が経とう としてい ます。あ の時、私 と太田様 を出会わ せて く れ

たのは亡 き父では ないでし ょうか。 私と母を 残し先に 逝かれた 父が、私 達のこと を不 憫 に

思い、私 達のとこ ろへ導い てくれた のではな いかと本 気で思う 時もあり ます。(そ して何 故

か、太田 様と、父 の姿を、 重ね合わ せずにい られない のです ) 

ですから …きっと あの出会 いは偶然 ではなく 、私と太 田様はき っと結ば れる運命 にあ る の

でしょう 。そうと しか考え られませ ん。  

私は一生 太田様を 愛し続け 、ついて 行きます 。と言う より…太 田様は私 の暗い未 来に 差 し

込んだ一 筋の光の ようなも ので、私 はその光 を頼りに 歩んでい くしかな いのです 。  

 

… <中略 >…  

 

十月二九 日…今日 は夕方か ら空に暗 雲が立ち 込めて街 に雪を降 らせまし た。  



 

…私はお そらく太 田様の子 を身篭っ たようで す。数日 前に舞台 で倒れた 時はそん なこ と 疑

い も し な か っ た の で す が … 母 に "妊 娠 し て い る の で は な い か "と 言 わ れ た 時 か ら 疑 い 始め、

次第にそ の疑いの 色は濃く なってい き……… 私は怖か ったのこ でしょう 。太田様 がど ん な

お顔をさ れるか、 私を見放 すのでは ないかと 。ですか ら、心の どこかで 妊娠を認 めた く な

く、今日 まで疑っ てやめな かったの でしょう 。ですが …今日の 太田様の 言葉があ まり に 嬉

しく、そ のような 不安はも う心のど こにもあ りません 、消えて しまった のです。  

 

… <中略 >…  

 

十二月十 三日…会 いたい。 太田様が ここを発 たれてか ら一週間 。毎日手 紙を送る も、 一 通

一通、一 文字一文 字を綴る 度にこの 気持ちは 積もって 、私を苦 しめるの です。ち ょう ど こ

の窓の外 で雪が降 り積もっ ていくよ うに…。  

厳しい寒 さがこの ような気 持ちにさ せている のでしょ うか。  

 

… <中略 >…  

 

十二月二 六日…今 日はとく に寂しさ が込み上 げてきた 日で、毎 日寂しさ を書いて きた 手 紙

でも、今 日ばかり は私の寂 しい思い をすべて 綴ったつ もりです 。  

なぜでし ょう…私 はこんな にも独占 欲の強い 人間だっ たのでし ょうか。 太田様に は出 世 し

て欲しい という気 持ちがあ る一方で 、仕事を 疎かにし てでも私 に費やす 時間を増 やし て 欲

しいとい う気持ち が、ここ 二十日ほ ど会うこ とが出来 ない間に 、前者に も勝るほ ど大 き く

なり、私 の奥深く に眠って いた独占 欲を起こ している ようです 。 ですが 、私は信 じてい ま

す。太田 様がベル リンに戻 られるこ とを…。  

 

… <中略 >…  

 

一月一日 …新年初 めの年だ というの に、雪は 降らず、 一日中、 陽の光が 街に差し 込ん で い

ました。  

…何と素 晴らしい 一日であ ったでし ょう。や っとお戻 りになら れたので す。こん なに 幸 せ

なことが ありまし ょうか。  

今日は一 日中太田 様につい てまわり 、お腹の こどもの 話をした り、ロシ ア出張中 の寂 し さ

の愚痴を こぼした りもしま した。で すが、ど んな話を しても太 田様は嫌 なお顔見 せず 、 私

の話を聞 き入って 下さいま した。  

嗚呼、な んと幸せ な一日だ ったので しょうか 。夢のよ うでした 。  



 

… <中略 >…  

 

一月七日 …どうし たのでし ょう。な かなかお 戻りにな られませ ん。どう したので しょう。  

なぜかと ても不安 です。た だ太田様 が帰って こないと いつ不安 ではなく 、何か別 の…。  

何もない と良いの ですが。  

 

パラノイ アなどと 言う病気 は少し回 復したみ たいで… 家に帰っ て来まし た。何年 ぶり で し

ょうか。  

このノー トを開く のも久し ぶりです 。不思議 なことに 、何も思 わないの です。過 去の 日 記

を見ても 。私の人 生とは何 だったの でしょう か。あの 男は何故 私の目の 前に現れ たの で し

ょうか。 父も母も 、そして お腹の赤 ちゃんも 失って… 私はどう 生きてい けましょ うか。  

これが私 の遺書と なるので しょうか …。  

人間は変 わること はないで しょう。 普段奥深 くにある 人格が時 として表 に出るだ けで 。 だ

から…あ の男…あ の男も… 。私と出 会った時 から何度 も嘘をつ いてきた のでしょ う。 立 身

出世を捨 て切れな いという 思いがま だあの男 の中には あって… それで私 を…。  

あの男が 憎い。殺 したい、 殺してし まいたい …  

 

 

 

3 .まと め  

太田が抱 えていた 不安を、 エリスは 最期の最 期まで微 塵も感じ ていない 。ただ敬 愛し 切 っ

て愛して いたのだ 。  

この日記 (パラノイア発症より数年後 )を最後に エリスは命を絶つ。エリスが最後に得たも

のは幸せ でも愛で もなく、 人間の本 当の姿― 人間は変 わること はなく、 ただ元か ら内 面 に

あるもの が時とし て浮き出 て、別人 のように なる―だ ったのだ 。  


